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立地を契機とした

半導体関連産業の振興について
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再エネ区分
太陽光発電
陸上風力発電

洋上風力発電

バイオマス発電
水力発電

洋上風力発電の
有望な区域

北海道の再生可能エネルギー
の導入ポテンシャルは国内随一

 太陽光発電：全国1位
 風力発電 ：全国1位
 中小水力発電：全国1位

１．豊富な再エネポテンシャルを持つ北海道

 風力発電、中小水力発電、太陽光発電のポテンシャルは、全国１位。
 今後、大型の洋上風力発電プロジェクトの実現も見込まれる。
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※ 海底ケーブルは、現在の主なルートや今後の構想
を単純化したもので、 あくまでイメージです。

アメリカ

欧州

ＡＳＥＡＮ

オセアニア

海外と連携した
経済安全保障への貢献

東京・大阪圏を補完・代替する
新たな中核拠点

欧州や米国、アジア、大洋州と結ぶ
国際海底ケーブルの実現

２ 国際デジタル通信網のゲートウェイの北海道
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石狩市

苫小牧市

札幌市

再エネ100％を活用した
データセンターの集積

ＩＸなど、通信ネットワーク拠
点、データ関連企業の集積

国際海底ケーブルとの接続
大型データセンターの展開

千歳市
ラピダス社による
半導体産業の展開

日本海側と太平洋側からの
海底ケーブル接続による
国内外のネットワーク強化

重点エリア

３．「北海道データセンターパーク」の面的な整備

３

 再エネを活用したゼロカーボンデータセンターを道内に集積。
 データセンターを利用するクラウドサービスや、ＩＸなど通信ネットワーク拠点も誘致。



 ラピダスと連携し、デジタル産業のハード（半導体）とソフト（データセンター）の
両面で、相乗効果を最大限発揮し、まちづくりにも生かす。

４．Rapidusの立地とこれまでの経過

４

 ２月１６日 知事がラピダス株式会社へトップセールス
 ２月２８日 ラピダス株式会社が千歳市へ立地を表明

 ３月 ８日 北海道次世代半導体産業立地推進本部を設置
 ３月１７日 〃 連携会議を設置
 ３月２９日 北海道企業誘致推進会議を開催

 ４月 １日 経済部内に次世代半導体戦略室を設置
 ４月２５日 国が2,600億円を支援上限とするラピダス株式会社の

2023年度の計画・予算を承認
 ４月２６日 第二回北海道次世代半導体立地推進本部会議開催
 〃 「次世代半導体とほっかいどうの未来in千歳」開催

 ５月２２日 「北海道における次世代半導体プロジェクト説明会」及び
「工事計画等説明会」開催



５．道民の理解促進と機運醸成

５

● ４月26日及び５月22日にセミナー・説明会を開催

５月22日の説明会の様子



製 造

人材育成研 究

６

産学官連携
先進事例(NYｸﾘｴｲﾂ)

６．目指す方向

● 産学官の連携により、製造・研究・人材育成等の複合拠点を実現



順位 都道府県 市町村

１ 北海道 札幌市

２ 京都府 函館市

３ 沖縄県 京都市

４ 東京都 小樽市

５ 大阪府 鎌倉市

６ 神奈川県 横浜市

７ 福岡県 神戸市

８ 長崎県 軽井沢町

９ 奈良県 金沢市

１０ 長野県／石川県 富良野市

■都道府県の魅力度ランキング

（出典:㈱ブランド総合研究所「地域ブランド調査2021」）

７．世界が注目する憧れの地 北海道

 台湾､香港､タイ､シンガポールでは､北海道が｢旅行者の訪問したい地域｣の第１位｡
 日本国内の魅力度ランキングでも北海道が第１位。道内各都市も上位。

７



８．半導体関連産業の人材育成

 北海道内の機関やネットワークを充分に活用。
 「北海道半導体人材育成等推進協議会(事務局：道経産局)」と連携。

北海道半導体人材育成等推進協議会

８

✓企業が求めるニーズ等の調査

✓企業の採用・PR活動、人材派遣の活用

✓出前講座、実践的インターンシップ、半導体
工場見学の実施

✓大学・高専への産業界からの実務家教員
の派遣の仕組みの検討

✓道外の教育機関、企業等との連携の検討

など

●道立高校(工業高校）やMONOテクとの
連携による取組

●研究者間のネットワーク構築

●半導体専門家に対するハイレベル
セミナー

●若年層の関心喚起（サイエンスパーク）

など

道独自の取組（予定）主な取組


